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千葉県野田市 Q3.1.     生物環境の保全と創出（外構緑化、建築緑化）

Q3.2.     まちなみ・景観への配慮（建築配置や形態のまちなみとの調和　地域性のある素材）

LR1.2.    自然エネルギー利用(自然換気、自然採光）

LR1.3.    設備システムの高効率化（昼光サーカディアンシステム）

LR2.1.    水資源保護（雨水貯留槽の設置）
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キッコーマン中央研究所
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D.　評価技術／FB

K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン
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建築：河野信、今川俊文、西川昌志、金奎兌、田中雄輔／電気：栄千治、岡野博紀、井上雄貴／空調・衛生：砂田竜男、水出喜太郎、小林弘造、高井智広、野口尚子、川口佳子

／環境シミュレーション：角田大輔、宮倉保快、林旭浩、和田恵里佳

統括：舟橋慎一／建築：東郷裕幸、高橋朋之、寺田彩瑛子／構造：河本克己、長崎孝、大前亮太、佐藤友佳／電気：田中昌幸、笹谷和博、大宮司／空調・衛生：前田健蔵　蔡臻凌

外構：ランドスケープデザイン

醤油づくりの街にたつ研究所

呼吸する屋根

2階

オープンオフィス

1階

実験室エリア

まちと企業の歴史を繋いでいく研究所

キッコーマンの研究所の建替計画である。300年以上前から千葉県野田市で醤油

づくりが行われ、その歴史を映すかのような伝統的な街並みが敷地周辺には点在

する。一方で、旧研究所は築60年以上のコンクリート造の古い建物であった。人

間の五感で味わう醤油や食品の研究には、かつての醤油蔵の自然と連続した環境

のように、季節・時間・五感の変化が感じられ、研究者が楽しく働ける環境が求

められた。敷地周辺に残る醤油づくりに関わる伝統景観にヒントを得ながら、そ

れらを継承していくデザインを模索した。

「市松状のランドスケープ」をもつ研究施設

機能別に実験室を設けた1階実験室エリア、そ

の上に市松状に2階オープンオフィスを乗せ

た。市松状に生まれる吹き抜け、階段などに

より上下階のつながりを高めた明快な2層構成

とし、屋根も市松状に分節し、ハイサイドラ

イトを設け、光と風を感じるワークプレイス

を目指した。

自然採光と昼光サーカディアンシステム

ハイサイドライトを設け自然採光を確保

するとともに、ベース照明には明るさセ

ンサーを設置し、自然光と人工照明を調

整している。2階照明は、色温度を時間で

変化させるサーカディアン制御としてい

る。ハイサイドライトからの自然光と合

わせて、調光・調色を行い、より自然な

光環境を実現する「昼光サーカディアン

制御」を開発し採用している。明るさセ

ンサーにより一般的なオフィスより約20

～30%の省エネ効果も実現している。

開放的ワークプレイスのための空調計画

床下にPAC空調機を配置し床下チャンバー

から給気、手摺壁上部の還気スリットか

ら戻している。夏期上下温度分布につい

ては、手摺壁上部にＲＡ吸込みを計画す

る こ と で 効 果 的 な 空 調 を 実 現 し 、

ISO-7730の基準である床上0.1mと1.1mの

温度差3℃以内、ASHRAE55-92の基準であ

る床上0.1mと1.7mとの温度差3℃以内のい

ずれにもおさまっており、居住者の快適

性を確保している。大階段では階段蹴込

みからの吹出し空調を行っている。

自然換気により、ニューノーマルも対応

ハイサイドライトには、天井チャンバー

を介しての自然換気／排煙の機能を付加

した。屋根と同様に市松状に配置された

吹抜けによって、建物全体に光がまわり

風が抜ける。有風時に自然換気窓まわり

に負圧をはたらかせて自然換気を促進さ

せることができ、外気温平均19.5℃程度

の中間期の自然換気シミュレーション

で、無風時4回/h、有風時6回/hの換気回

数を実現している。新型コロナ感染リス

クを低減するとされる2回/hを超える自

然換気量を無風時で実現した。

醤油蔵の環境を参照

醤油は古くから光・空気・時間等、環境

を生かしながら醸造されてきた。現代の

醤油づくりの研究にも、自然、時間の移

ろい、味覚の変化を感じられることが重

要であると捉えた。

自然の光と風を感じられる地形的なワークプレイス

2F平面における自然採光の分布 床吹出し空調システム

（夏期室温の高さ分布シュミレーション結果と実測値★）

大階段まわりのCFD解析

断面構成

空気循環シミュレーション
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床レベル +2m で約 27℃を確認
居住域は 25℃～ 26℃程度
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昼光サーカディアン 照度・調光運用

タスク照明による省エネ
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昼光サーカディアンによる省エネ 常夜灯
モード

「昼光サーカディアンシステム」による
省エネルギーと研究者の知的生産性向上

ハイサイドライトを利用し
北面の安定した自然採光／自然換気

低層勾配屋根による圧迫感の低減と
深い庇の日射遮蔽による熱負荷低減

高効率機器の採用と
床吹出し空調による
省エネと快適性の両立

図書ラウンジなどの
交流の場を吹抜け階段に
設け上下階の連携を強化

非常用電源を備え
帰宅困難者一時滞在室
BCP対策室に利用可能

高天井による
圧迫感のない
開放的な空間

二層の中間部に
床下空調などの
設備機能を集約
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